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体系もまたそういう側面をもっている。しかし，
さらに強いダイ族権力からの圧力がかかってきた
とき，リニジ体系は変質を引き起こした。リニジ
体系は「村落意識」を存続させるための緩衡材と
なったのである。っまり，強力なダイ族権力のな
かでハニ族が存続するには移動という焼畑に起因
する行動も利用される。それはまた，結果的に移
動の頻度を増し，リニジやクランのような村落以
外のアイデンティティを発達させ，また変質させ
たのである。
　ここまで論じてくるとか？てこの門カ嶋屠の原
型のように思われていたのは見当違いであること
がわかる。例えば，鳥越［鳥越1981］，萩原［萩
原1982］のようにハニ族の習慣に「魏志」倭人伝
の世界をみるという立場も意外に脆弱な基盤であ
るといえるだろう。日本にあるものとこの地方に
あるものとは歴史的過程が違っていて，それに付
与された意味も根本的に違う。むしろ，それは違っ
ていてあたりまえなのだが，ここにはハニ族のよ
うな民族の文化が基本的には日本の弥生時代と比
較できるほどかわらなかったという前提が潜んで
いないだろうか。本稿では扱いきれないが，高床
の家，千木，注連縄，道祖神，歌垣などもこれと
同じ論理で単純な伝播論に解消することは疑わし
い。また，シャーマニズムやアニミズムのような
もっと大きい問題にしてもこれらの物と人が象徴
するものと歴史的証拠がみつかればその意義は日
本のものとはまったく違うことが予想される。ア
ジアの諸々の文化要素はたしかにある一定の同質
性を示している。しかし，日本の民俗も雲南の民
俗もそのなかの特殊な現象であることを我々は深
く自覚すべきである。とはいえ，それを白覚する
にいたるのははなはだ困難であるというしかない
し，筆者も含めてそういっている人が妥当な考察
をなしている保障はなにもないのである。これは
我々がそういった思考の枠から離れて考察を進め
ることがはたして可能なのだろうか，という不可
知論にさえ陥りかねない問題である。・そういう意
味では，むしろ明快に異なった民俗をあつかうほ
うが比較民俗学の思考道具としては適しているの
ではないだろうか』
（註ユ）西双版納ハニ族の名前の付け方はひとに
よってかなり複雑である。忌み名であると記した
が実際にはそのまま名乗っているものが多い。別
名をもつ場合には次のパターンがある。（1）姓集団
の姓を付ける（2）特殊な状況で生まれた子供に対し
て付けられる名を付ける。（3）親が普段使っている
名前に連名する。（2）についてはgφ（幼少期病気
をしたとき儀礼をともなって母方のオジが付けた
名前を表す（EX．gφ　hθ），pi（病気がちのと
きニパがつける），me～（街で生まれたことを表
す）1a～（生まれたとき逆子だったり未熟児だっ
た子供）ga（道の途中で生まれた子供）のような
例がある。（2）のような名前を持った父親の子供は
これに連名することが多い。しかし，これが忌み
名になるケースは実際の系譜のなかに多くみられ
る。
（註2）今のところ門の横の木像が神話的根拠を
持った例をKammererの報告以外は知らない。
Kammererは結婚するといって相手の男を食べて
しまった女のネがそれをみて入ってこないと大略
述べている［Kammerer1986：32－33］。
〔注〕
民族問題五種叢書　1986『口合尼語簡志』民族出版
　　社
民族問題五種叢書　1982『口合尼族社会歴史調査』
　　雲南民族出版社　昆明　＊本文では『社歴』
民族問題五種叢書　1983『蛤尼族簡史』雲南民族
　　出版社　昆明　＊本文では『簡史』
王清華　1987「口合尼族父子連名制族譜系探析」『雲
　　南社会科学報』雲南人民出版社　昆明
竹村卓二　1981「アカ族の系譜と父子連名制」『東
　　南アジア・インドの社会と文化』（下）山川
　　出版
陳観勝，庄孔詔　1984「口合尼族支系愛尼人的社会
　　与風俗」『中央民族学院学報』3　北京
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劉緒　1987『茶山鈴声』　雲南民族出版社　昆明
Come11ia　Ann　Kammerer1986，Gateway　to　the
　　Akha　World：Kinship，Ritua1，and　cominuty
　　among　Highlanders　of　Thai1ang，ph．D．dis－
　　sertation，Anthropologty　University　of　Chica－
　　g0
鳥越憲三郎　1981「日本人の生活文化」　『風俗』
　　20－1　日本風俗誌学会
萩原秀三郎　1982「魏志倭人伝と江南」『東アジ
　　アの古代文化』30　大和書房
田邊繁治　1984「神々の弁証法」『雲南の照葉樹
　　の下で』佐々木高明編　日本放送出版協会
P．Lewis 1969－70　Ethnographic　notes　on　the
　　Akhas　of　Burma，HRAF1ex　book，New　Haven
岩田慶治　1971『東南アジアの少数民族』日本放
　　送出版協会
　　劉還月著
『台湾的歳節祭祀』
　本書は，1958年生まれの気鋭の台湾人民俗
写真家による台湾民俗採訪記事の集成である。
劉氏の前書『台湾民俗誌』（洛城出版社　1986
年）を，私は台湾留学中に興味深く読んだが，
これは言わばその続集とも位置づけられる。
　内容は，第ユ輯「歳時伝説」，第2輯「醗典
祭儀」，第3輯「民俗本義」の3部構成になっ
ている。第ユ輯は，迎仏祖，蜂炮，分新丁餅，
零鵠大餐，迎鰯祖，婿祖進香，闘虫悉虫率端午，
祭江洗港，万善爺祭典，七夕成年礼，春節の
習俗についての採訪記事であり，各地に残存
する特殊な歳節の民俗を紹介する。第2輯に
は，台湾地区で行なわれる醗の種類，台南県
と台北市における酉焦の差異，桃園，台北県三峡，
小琉球，鶏籠で行われた酉焦の記録が収められ
る。劉氏は，学院派すなわちアカデミズムに
，よる田野記録は，学術価値は高いかも知れな
いが，それは繁雑で，資料が多すぎて，内容
は乾燥しており，何しろ一般読者の目に触れ
る機会は少ない。そこで，自分としては，低
いとは言え学術価値も持たせつつ田野工作の
通俗化を目的としたいと明言する。（318頁）
私にとって最も注目を引いたのは，第3輯の
諸論説であった。そこでは，主として，現代
台湾社会における民俗文化の変貌についての
批判的議論が展開される。それは伝統的な民
俗を讃美し過ぎる面もあるが，しかし戦後の
台湾社会の構造変化により，商工業社会の消
費文化が，否応無く民俗を変えている点を鋭
く指摘する。例えば，芸陣が，電子花車に取っ
て替わられることの意味について検討されて
いる。また最近1979年に政府が「宗教法」製
定を提唱したけれども，長い戒厳令下の政府
不信と，長期にわたる民俗活動への政府の介
入のあり方に問題があったので，簡単に賛成
できないと明言しているのも注目される。（314
頁）
　劉氏は，最近「台湾民俗田野文化営」を企
画したり，『台湾民俗田野手冊』「行動導引巻」
（台原出版社　1991）を出版するなど，一般の
人びとが民俗調査を可能にする方向で，精力
的に活動しており，そのような劉氏の活動の
基盤となる考え方を本書から読み取ることも
できるであろう。
　　　　　　　　　　　　　　（丸山　宏）
A5判　330頁　自立晩報社文化出版部
ユ991年8月干I」新台幣250元
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